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▶日時

夜の古民家で昔語り
歴史民俗資料館「民家で夜語り」

9月10日㈯ 18:30 ～ 20:30

miyoshi

event

問　歴史民俗資料館　☎ 258-6655

体験して、食べて、観る
資料館まつり開催

イベント

▶会場	 歴史民俗資料館
▶�参加方法…直接、歴史民
俗資料館にお越しくださ
い。※体験材料代は実費。

毎 年恒例の資料館まつり。「第 1 部・歴史、文化を
体験｣ では昔の民具体験や藍染め体験、埴輪ス

トラップ作り、まが玉作りなどの体験イベントを実施。
｢第 2 部・郷土芸能鑑賞｣ では竹間沢の里神楽と藤久保
のお囃子の公演を実施。名物の焼き団子やさつまいも
のほうろく焼き、懐かしの駄菓子販売も行います。

↓
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
郷
土
芸
能
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

9月24日㈯　14:00 ～ 18:30▶日時

かわいい埴輪ストラップ作りにも挑戦してね！

イベント
miyoshi

event

歴史民俗資料館開館30周年記念特別展

写真で見る 30年前の三芳
問　歴史民俗資料館　☎258-6655

miyoshi

event

イベント

歴史民俗資料館開館 30周年を記念して、30年前の昭
和 61年頃に撮影された町内風景写真で景観の変化を

振り返ります。当時を知らない人は新鮮、知っている人は懐
かしい風景。ぜひご来館ください。

歴 史民俗資料館に隣接する旧池上家住宅を会場に
して、夜語りを行います。夜の古民家という独

特の雰囲気のなか、笑いからちょっと怖い話まで、昔
語りを楽しみませんか。

▶会場	 歴史民俗資料館　特別展示室　
▶開館時間　9:00 ～ 16:30（入館は 16:00 まで）

▶会場	 歴史民俗資料館内　旧池上家住宅　
▶料金　無料　▶定員 70 人（事前申込制）
▶対象	 中学生以上
▶申込方法…�歴史民俗資料館または中央図書館（☎

049-258-6464）に電話で申し込み。

9月10日 ㈯  11月27日 ㈰  ▶会期
※月・祝日休館

～

無料
入場無料

来年小学校に入学する皆さんへ
新入学児童就学時健康診断
問　学校教育課　内 524・525

miyoshi

child

こども

学校名 実施日 受付時間

三芳小学校 10月 12日㈬ 13：10～ 13：40

藤久保小学校 10月 19日㈬ 13：20～ 13：40

上富小学校 10月 25日㈫ 13：20～ 13：40

唐沢小学校 10月 24日㈪ 13：10～ 13：40

竹間沢小学校 10月 26日㈬ 13：20～ 13：40

大井小学校 10月 25日㈫ 13：00～ 13：15

西原小学校 10月 19日㈬ 13：10～ 13：25

平成 29 年度、小学校に入学する児童の健康診断を
下記の日程で実施します。対象児童の保護者には

通知書を送付しますので、今月末までに通知書が届か
ない人や、当日都合がつかない場合は、学校教育課ま
でご連絡ください。

※大井、西原小学校はふじみ野市への委託地区の人の日程。

問　歴史民俗資料館　☎258-6655
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↓
30
年
前
の
三
芳
小
学
校
第
二
分
教
場
校
舎
。

↓
古
民
家
の
独
特
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な

が
ら
、
語
り
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（写真）30年前の三芳町役場庁舎

MIYOSHI15

9月11日 ㈰　14:00 ～ 16:00　受付 13:45 ～

申込制・無料

▶対象･定員…大人40人　▶朗読　七月の朗読会
▶演奏　ＰＬＯ（ピアノ＆キーボード、ギター、ボーカル）
▶申込み　中央図書館で受け付け中。電話可。無料。

10月16日 ㈰　11:00 ～ 12:00　
▶内容　絵本、ストーリーテリング、小道具を使ったお楽しみプログラム
▶対象 ･定員　３歳～小学２年生　子ども 40人（親子でどうぞ）
▶申込み　９月 20日㈫から中央図書館で受け付け開始 (電話可 )

無料

 

三
芳
の
石
造
物
―
新
築
竹
間
沢
尋
常
小
学
校
之
碑
― 

　
　

み
よ
し

歴
史
探
訪

 

問 

文
化
財
保
護
課
☎
２
５
８
―
６
６
５
５

大人のための朗読と音楽の会
―�「三人の朗読」と洋楽・邦楽ポップス�―

えほんとおはなしのへや
―�お楽しみのプログラム�―

　
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
竹
間
沢
一
区
集

会
所
の
南
側
を
通
る
通
路
の
入
口
脇
に
、

高
さ
が
２
メ
ー
ト
ル
程
の
石
碑
が
立
っ
て

い
る
。
篆て
ん
額が

く
（
篆
書
体
で
書
か
れ
た
題
）

に
「
新
築
竹
間
沢
尋じ
ん
じ
ょ
う常

小
学
校
之
碑
」

と
あ
る
こ
の
石
碑
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

の
敷
地
が
元
は
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
石
造
物
の
一
つ
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
民
俗
資
料
館
建
設
以
前
、
当
該

敷
地
に
は
三
芳
小
学
校
第
二
分
教
場
（
竹

間
沢
分
校
）
の
校
舎
と
運
動
場
が
設
置
さ

れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
竹
間
沢
分
校
の

母
体
と
な
っ
た
の
が
、
竹
間
沢
尋
常
小
学

校
で
あ
る
。「
尋
常
」と
い
う
言
葉
は
、「
普

通
」
や
「
通
常
」
と
言
っ
た
意
味
で
、
尋

常
小
学
校
は
現
在
の
小
学
校
に
当
た
る
教

育
機
関
で
あ
っ
た
が
修
学
年
数
は
３
、４

年
で
そ
れ
以
降
は
義
務
教
育
外
と
な
っ
て

い
た
。

竹
間
沢
尋
常
小
学
校
は
明
治
11
年

（
１
８
７
９
年
）、
藤
久
保
学
校
の
支
校
と

し
て
泉
蔵
院
内
に
設
け
ら
れ
て
以
降
、
泉

蔵
院
の
本
堂
を
教
場
に
使
用
し
、
独
立
の

校
舎
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治

31
年(

１
８
９
８
年)
に
県
か
ら
発
せ
ら

れ
た
、「
町
村
立
小
学
校
舎
ノ
設
備
ニ
シ

テ
未
タ
完
整
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
左
ノ
規
定
ニ

依
ル
」
と
の
訓
令
の
対
象
と
な
り
、
竹
間

沢
字
南
側
８
９
０
番
、
同
８
９
１
番
、
同

８
７
７
番
、
同
８
７
８
番
の
土
地
に
新
築

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
碑
文
に
は
そ
の
建
築
の
経
緯
が
、
苦
労

と
喜
び
と
共
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
新
築
竹
間
沢
尋
常
小
学
校

の
開
校
は
明
治
34
年
（
１
９
０
１
年
）
の

５
月
25
日
で
、
碑
の
建
設
は
同
年
の
７
月

で
あ
っ
た
。
学
校
建
築
費
は
第
三
学
区
関

係
者
98
名
の
寄
付
金
で
充
当
さ
れ
、
碑
の

裏
面
に
は
寄
付
を
行
っ
た
方
々
一
人
一
人

の
氏
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
学
校

建
設
が
、
ま
さ
に
竹
間
沢
地
区
を
挙
げ
て

の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
石
造
物

で
あ
る
。
９
月
24
日
開
催
の
「
資
料
館
ま

つ
り
」（
Ｐ
14
）
や
、
特
別
展
「
写
真
で

見
る
30
年
前
の
三
芳　
～
知
っ
て
る
？
あ

の
道
、
あ
の
景
色
～
」（
Ｐ
14
）
と
併
せ

て
資
料
館
に
来
館
し
、
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
。

中央図書館　☎ 258-6464
開館時間 /10:00 ～ 19:00（土・日18:00まで )
休館日/毎週月曜日、月末、土・日除く祝日

竹間沢分館　☎ 274-1722
開館時間 /11:00 ～ 18:00
休館日/毎週月曜日、月末、土・日除く祝日

配本所（中央公民館内）☎ 258-0050
開館時間 /9:00 ～ 21:00
休館日 /原則第１月曜日（中央公民館休館日）

図書館だよ り

リンゴの木の上のおばあさん

毎月 23日は「よみ愛・読書の日」

ミラ・ローベ	作　塩谷太郎	訳
岩波書店　2013年６月発行
請求記号：Ｂ 943ロベ

おばあさんがいないアンディは、友達におば
あさんがいるのが、うらやましくてたまりま
せん。ところがある日、登った木の上に、古
めかしいおしゃれをした不思議なおばあさん
が現れたのです。愉快なファンタジー物語。

〝おじいちゃん・おばあちゃん〟
に関する本、別置紹介中

小学校中学年以上向き

三芳町図書館

下記のイベント会場は全て中央図書館
※
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｐ
28
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

協力
三芳町おはなしサークル「かにかにこそこそ」

予約した図書館資料（所蔵の本・雑誌）を中央公民館の窓口で受け取れます。
※配本所サービス /9：00～ 21：00（公民館休館日を除く）

①予約時に受取希望館を「配本所（中央公民館）」と指定。

②貸出準備ができた段階で、予約者が指定した方法で中央図書館から連絡。

※	インターネット予約（図書館ＨＰから予約）や館内検索機（ＯＰＡＣ）で予約の際は、
受け取り希望館をプルダウンメニューから「配本所（中央公民館）」としてください。

▶中央公民館で受け取るには……。

中央公民館で予約資料を受け取れます
配本所サービス


